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第 2 章では、高出力 CO2 レーザ溶接において、レーザ誘起プラズマ・プルームがレーザ光を吸収、屈折させ溶接に
悪影響を与えることを明らかにし、対策として減圧雰囲気溶接法およびプラズ、マ除去アシストガス溶接法を確立した。
さらに、 C02 レーザ用透過光学部品の熱レンズ、現象の溶接への影響を明らかにするとともに対策を確立した。
































(2)高出力 YAG レーザによる中厚板の溶接現象については未だ十分に解明されていな L、。本研究では 7kW 級、





について、 CCD 画像処理技術によりに開先ギャップ Omm の溶接線を検出できるセンサーを開発すると共に、溶
接部の黒体放射および入射 YAG レーザ光の反射をモニタリングするファイバー検出器を開発し、レーザ出力を
100W レベルで制御する方法を確立し、溶接施工の安定化および信頼化を達成している。
(4)以上の技術開発をもとに、最も溶接部の信頼性が要求される原子力関連機器の中厚板オーステナイトステンレス鋼
に YAG レーザ溶接を適用し、溶接品質および精度に全く問題がないことを実証している。
以上のように、本論文は、厚板大型構造物への高出力レーザ溶接適用について欠陥のない高品質溶接部を得るため
の要素技術開発を検討し、新技術を実用の原子力関連機器に適用したものであり、機械物理工学および生産加工工学
の発展に寄与するところが大き L、。よって、本論文は博士論文として価値有るものと認める。
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